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第４回大月市土地開発公社経営検討委員会次第



保有資産の適正な管理又は処分方法等について

資　　産 民間利用 公的利用
・ 利益を生んでいる土地なので、売却を急ぐ必要はなく、市あるいは公社が保有し、

売れるときに売れば良いのではないか。

・ 有用な土地であり、市として大月駅北側の土地も含め活用方法を検討し、その方向
が決まるまでの期間保有しておくことが得策ではないか。事業用地として必要と
なった場合のことも考慮し、駐車場賃貸であれば立ち退き等の問題もほとんどない
と思われ、収益も上げていることから現状を維持していくことが得策ではないか。

・ 接道要件が満たされていない土地であり、利用用途が限定されてしまうため、民間
での利用は現実的には難しく、市または公社で保有せざるを得ないのではないか。

・ 市が引き取り、笹子・猿橋の駐車場などとともに指定管理者の導入を検討したらど
うか。

・ 周辺の道路状況などから、民間利用の観点で売却処分することは難しいのではない
か。

・ 安価で売却するよりも、市として大月駅西側の土地も含めて活用方法を検討し、そ
の方向が決まるまでの期間保有しておくことが得策ではないか。

・ 市民ニーズを掴むため、利活用方策について、市民への問いかけや、大月市の若手
職員で検討するのも一つの方法ではないか。

・ 地元で消費活動が行われるような施設を誘致を検討したらどうか。

・ 話題性があり、集客が見込める街づくりなどを検討する必要があるのではないか。

・ 周辺土地の売買実例などをもとに価格設定（値下げ）しないと、売ることはできな
いのではないか。

・ 区画を区切っての売却は可能と思えるが、価格がかなり下がってしまうことが懸念
される。

・ 東日本大震災を教訓に、首都機能の移転ということも考えられるので、隣接する民
間所有地も含めて、国や東京都に情報提供をすることも考える必要があるのではな
いか。

・ 公的な利用は難しく、積極的に販売方法を検討すべきではないか。

・ 宅地として区画分譲することを検討したらどうか。

・ 公的な利用は難しく、積極的に販売方法を検討すべきではないか。

・ 現在の価格設定では販売が難しく、価格設定を見直すなど早く処分した方が良いの
ではないか。

・ クラインガルデン的な販売方法を検討したらどうか。

・ 分譲地居住者には、例えば、隣接地を購入する場合、２区画まとめて買えば割引す
るなどの優先販売を検討したらどうか。

・ 人口増ということは考えずに、この土地を100％売るにはどうしたら良いかとの
発想に切り替える必要があるのではないか。

意　　　　見
大月駅西側
貨物ヤード跡地

大月駅北側
変電所跡地

教員宿舎建設用地

岩殿ﾆｭｰﾀｳﾝ分譲地

有意性・可能性：×

【考察】

　接道要件が満たされていない土地であり
　利用用途が限定されてしまうため、民間
　での利用は現実的には難しく、市又は公
　社で保有せざるを得ない。

有意性・可能性：○

【考察】
　駐車場として収益を上げているため、
　売却を急がず、駐車場事業を継続して
　保有し、処分できる機会があれば処分
　をする。
　将来のために一定期間保有し、市とし
　ての活用方法を検討することが得策で
　ある。
【土地開発公社が保有する意義】
　積極的な意義は見出せない。

有意性・可能性：×

【考察】
　周辺の道路状況などから民間利用の
　観点で売却処分することは難しい。

有意性・可能性：○

【考察】
　民間に価格を下げて売るよりも、将来
　のために一定期間保有し、市としての
　活用方法を検討することが得策である。
【土地開発公社が保有する意義】
　積極的な意義は見出せない。

有意性・可能性：○

【考察】
　販売手法を検討し、積極的に販売すべき
　である。

有意性・可能性：×

【考察】
　公的利用の可能性は低い

有意性・可能性：○

【考察】
　販売手法を検討し、積極的に販売すべき
　である。

有意性・可能性：×

【考察】
　公的利用の可能性は考えられない

資料１ 



大月市の財政状況について

国･地方を含めた厳しい財政状況の中､本市におきましても､三位一体の改革等の影響により､

平成20年度まで基金を大幅に取崩さなければ運営ができないほど財政状況が非常に悪化し､

再優先課題として財政健全化に取り組んできました｡

健全化判断比率の一つである将来負担比率は､ 22年度決算におきまして202. 0%､県内ワー

スト1 ､全国的にも46番目に悪い数値です｡ 23年度は1 85. 3%に改善していますが､あくまでも

一時的な要因によるものであることから､さらなる改善を目指していかなければなりません｡

このような状況について､広報やホームページへの掲載はもちろんのこと､地区対話､対話集会､

出張市長室､出前講座などにて､積極的に財政状況についての情報提供を行い､市政に対しまして､

理解と協力を求めてきました｡

特に平成21年度からは､財政健全化の第一歩として､基本的な取り組み方針として｢歳入に

見合った歳出への転換｣を掲げ､基金取り崩しに頼らない予算編成に取り組むとともに､市債発行

の抑制に努めてきました｡

このような取り組みの中でも､本市の大きな課題となっています将来負担比率は､短期間の取り

組みだけでは好転させることが難しいため､長期的な対策を講じていかなければなりません｡

今後も､全ての会計で借入残高などの財政情報を積極的に公表し､適切に運営を行っていくととも

に､必要な基金残高を保ちながら､借入残高の削減を目指していかなければならない状況です｡

県内における将来負担比率(22年度決算に基づく比率)

202.0 

148.5 �117F; 

93.1 ��108.4 �� 只只_490.0 

75.2 ��74.6 都"紕�

48.4 �57.953.5 ■l■ll■ 

I [ 白�■一 lF11ー �7ｲ�

中央市甲州市上野原市笛吹市甲斐市北杜市南アルプス市韮崎市大月市山梨市都留市富士吉田市甲府市

※　将来負担比率とは､
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です｡

平成22年度決算に基づく県内市町村の平均は77.0%､全国市区町村の平均は79.7%でした｡
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1現況と課是について

(現況)

本市では､基幹収入である市税のうち38.5% (23年度決算)を東京電力の葛野川揚水式

発電所に係る固定資産税が占めていますが､課税対象となる発電所の設備は大半が償却資産

であるため､毎年1億円以上の市税が確実に減少しています｡

1 9年度には､総事業費60億円を超える市中心の大月駅周辺整備に本格的に着手しました

が､厳しい財政状況に対応するため､ 20年度未には橋上駅舎･南北自由通路整備を一時凍結

していました｡しかしながら､引き続き非常に厳しい状況が続くものと予測し､ 24年8月には中止

を発表したところであります｡

20年度決算では､柏崎刈羽発電所の事故､リーマンショックなどのための法人市民税の減少

等により主な一般財源が激減し､危機的な状況となりました｡

21年度には､職員給与を一時的に減額し､さらに早期退職を募るなど人件費の削減を目指

しました｡職員の新規採用は､退職者を大幅に下回る状況を継続し､総職員数の削減に取り

組んでいます｡

主な一般財源は､ 21年度以降､国の経済危機対策､雇用対策等により､地方交付税及び

臨時財政対策億が増加し､ 22年度決算は､ 90億円に迫るものとなりましたが､ 23年度は

減少し､今後も減少を見込んでいます｡

(課題)

本市は､市立高校及び短期大学を設置していることや､消防本部が単独設置であることから

他の市町村に比べ人件費比率が高いことが特徴のひとつにあげられます｡今後､県内の状況

などと比較検討していく中で､人件費比率を下げる努力も必要です0

また､地方債現在高の内訳として､返済期間が30年である水道事業への一般会計出資債の

割合が約3割と高いことも特徴です｡公債費は､ 22･ 23年度は繰上償還の実施にて1 6億円を

超えましたが､実質的には1 5億円台が続いています｡

東日本大震災を教訓に緊急に実施する防災事業として設けられた緊急防災･減災事業(地方

交付税措置は有利であるが､返済は1 0年と短い(通常25年))の対象として､本市の義務教育

施設整備が採択されたことから､しばらくは公債費の上昇が見込まれます｡

とりわけ､次の①～③にあげたように､小中学校や市立中央病院の耐震化が急がれることや

上下水道整備に多額の費用を要することから､市財政への負担の増加が見込まれています｡

(彰小中学校施設整備

21年度鳥沢小学校体育館､ 22年度七保小学校体育館を改築しました｡今後中核校となる

大月東中学校､大月東小学校校舎等の耐震化を平成28年度までに行う予定です｡

②市立中央病院

施設は老朽化し､耐震化が急がれ､地域医療再生計画による国の交付金を活用し､ 23年

度設計着手､ 24･25年度に施設整備を行います｡

③上下水道

施設整備に多額の費用を要し､経営状況のなかで公債費が負担となり､一般会計からの

補助･繰出しに依存した収支が続いています｡料金改定や経営改善に取り組んでいますが､

急激な補助･繰出金の減少は望めない状況です｡
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(一般会計及び短大特別会計)決算額の推移(1 8-23年度)

(単位:百万円)

区分 剴�吋�7��19年度 �#�D�7��21年度 �#)D�7��23年度 

義 入 偃R�,��L｢�ﾞ��ﾋ��市税 迭ﾃc���5,886 迭ﾃSc��5,324 迭ﾃ�3��4,912 

地方交付税 ��ﾃゴ��1,865 ��ﾃ涛��2,385 �"ﾃc3b�2,655 

譲与税.交付金等 塔コ�580 鉄C��518 鉄�r�469 

市債(臨時財政対策債等) �3SB�293 �#sR�426 都sB�717 

小計 唐縱s��8,624 唐ﾃ3cb�8,653 唐ﾃ鉄��8,753 

国.県支出金 �1,339 ��ﾃC���2,021 ��ﾃs釘�1,831 ��ﾃ��"�

繰入金 �821 鉄���698 �#3"�218 鉄��

市債(瞳財債以外) �734 都�2�1,339 ��ﾃ����522 �33r�

その他の収入 �1,450 ��ﾃ3c"�1,463 ��ﾃ3C"�1,176 ��ﾃ3Sb�

歳入合計 �13,122 ��"ﾃc�R�13,887 ��2ﾃ�3"�12,705 ��"ﾃ3�b�

歳 出 ��ﾈﾈ����"ﾃs3��3,073 �2ﾃ�ヲ�3,156 �"ﾃ����2,834 

扶助費 �1,156 ��ﾃ�sR�1,194 ��ﾃ#SB�1,610 ��ﾃcs��

公債費 �1,550 ��ﾃS3r�1,554 ��ﾃSCR�1,688 ��ﾃc�2�

補助費等 �2,035 ��ﾃンR�2,389 �"ﾃ�sb�1,960 �"ﾃ��b�

繰出金 �1,280 ��ﾃ#Sb�1,249 ��ﾃ#C��1,269 ��ﾃ3#��

投資的経費 �1,974 ��ﾃ#���2,001 ��ﾃ#���759 田湯�

その他の経費 �1,973 ��ﾃャ��2,015 �"ﾃ#澱�2,162 ��ﾃゴ"�

歳出合計 �12,707 ��"ﾃ��R�13,491 ��"ﾃsc��12,256 免ﾂﾃ涛R�

歳入-歳出 剴C�R�500 �3澱�264 鼎C��321 

実質公債費比率13.8 ��R���14.8 ��B縒�15.0 

将来負担比率217.7 �#3�綯�222.0 �#�"���185.3 

基金残高 �4,717 釘ﾃ#S��3,634 �2ﾃscr�3,851 �2ﾃ��r�

地方債残高① �16,116 ��Rﾃ����16,287 ��bﾃCビ�16,392 ��bﾃ��B�

うち睦時財政対策俵等 �2ﾃ#迭�3,335 �2ﾃ3�b�3,428 �2ﾃピb�4,246 

うち建設事業等の借入 ��"ﾃ�#��12,573 ��"ﾃ都��13,059 ��"ﾃS�b�ll,868 

く参考　借入残高等)

簡易水道特別会計② 都cB�874 涛sB�1,008 涛ィ�962 

下水道特別会計③ 迭ﾃピB�5,631 迭ﾃSC"�5,458 迭ﾃ33R�5,ー83 

病院事業会計④ ��ﾃ�3B�1,081 ��ﾃ����1,035 涛c��899 

国民健康保険特別会計⑤ ���102 ���"�76 鉄��25 

土地開発公社⑥ �2ﾃccR�3,997 �2ﾃscR�3,571 �2ﾃ�3��3,033 

東部広域水道企業団(1/2)⑦ ��5,238 迭ﾃ#Sb�5,258 迭ﾃ�ヲ�5,034 

大月都留広域事務組合(按分)⑧ ����ｨ蔗��ﾈ�����2,778 �"ﾃS���2,234 ��ﾃ田2�1,804 

①～⑧の計 ��35,610 �3RﾃS�b�35,127 �3Bﾃ��"�33,054 
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2　今後の財政指横の見通しについて

土地開発公社を解散し､現在の負債額等から第三セクター等改革推進債23億円を借り入れた

場合の健全化判断比率である実質公債費比率と将来負担比率を推計しました｡

返済期間は原則1 0年とされていますが､必要に応じ返済期間を延長して申請することも認めら

れることから､財政状況を考慮するなかで､ 1 5年･ 20年とした場合についても推計しております｡

◎実質公債費比率は､

緊急防災･減災事業債の影響もあり､平成30年まで上昇が見込まれますが､さらに第三セク

ター等改革推進債借入れにより､ 1 8%を超える許可団体となることを見込んでいます｡

実質的な返済が重くなることとなりますが､全体の収支計画を精査していくなかで､第三セク

ター等改革推進億の返済期間の検討が必要です｡

◎将来負担比率は､

平成24･ 25年度は､義務教育施設整備事業及び病院施設整備事業による借入残高が増加

するため､一時上昇が見込まれています｡

さらに､土地開発公社を解散した場合､現在算定の控除対象となっているゆりケ丘の販売見込

額は控除できなくなるため､実質的な借入残高に変動がありませんが､上昇の要因となります｡

いずれの想定でも平成25年度をピークに緩やかに改善することが見込まれます｡

(参考)試算の前提となる基本的な考え方について

人口については､国立人口問題研究所において平成20年1 2月長期的な試算を公表

しています｡平成23年度策定しました総合計画及び介護計画の中期的な人口推計と

大きな差がないため､研究所における推計をもとに､平成40年代には20, 000人に

まで減少すると見込みます｡高齢者人口は､ 8, 191人(28. 6%)から､平成30年代は

9, 000人台となり､これをピークに平成30年後半には緩やかに減少をはじめますが､

平成40年代8, 000人半ばから前半になるものの高齢化比率は40%台になると想定

します｡

このような背景のなか

･市税は､固定資産税に係る償却資産や高齢化の影響により､今後も減少が続くものと

見込まれます｡

･主たる一般財源は､今後､人口の減等に伴う地方交付税や市税の減により､減少が

続き､財政規模も縮小していくものと見込まれます｡
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美質公債費比率と将来負担比率の推移見込み

美景公債費比率

20 18 16 14 12 10 ��ﾇ��(�"�′-一■■｢､ ノ′謹.....?.?.?:ニ誓.yLbー 

I4.で.i.Y''ー●●…●二二'(:.7.7.､も_............_ Y＼''●●●'7二､､叫●●● 

¶一恥 

I H24H25H26H27H28H29H30H31H32H33H34H35H36H37H38H39H40H41H42H43H44H45 

･-一倍入れ前--10年返済--.15年返済.....20年返済 

将来負担比率

200 150 100 i lS0 勇 崩(�ｵ��広~沖-也. ● 

● ､ヾ●.. 

ヽ 

忘: 

ヽ+ーヽ ､ごC'1... 

ヽ､L'.. 

ヽ_%去'1..._ 

ーヾヽ､ー●...ーll.~ 

一弘竜三.=9.-軸 

H24H25H26H27H28H29H30H31H32H33H34H35H36H37H38H39H40H41H42H43H44H45 

-･継続　-　-10年返済　--礎15年返済･････20年返済

※ i　継続した場合　ゆりケ丘修復費用残額補てんを5ヶ年で実施､他の負債約17億円はそのまま残ると想定した｡

ii　現在土地開発公社が所有している土地を第三者に処分した場合､原則第三セクター等改革推進億の返済に

活用することとなっていますが､土地の処分､繰上げ償還の実施等を見込んでいません｡
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(参考)健全化判断比率と資金不足比率について

①実質赤字比率　　(一般会計等の実質赤字の標準財政規模に対する比率)

(23年分母8,236,174千円　22年度　8,434,062千円　21年分母　8,236,352千円)

②連結実質赤字比率　(全会計の実質赤字等の標準財政規模に対する比率)

③実質公債費比率　(借入金返済額の標準財政規模(算入公債費相当分控除)に対する比率(3ケ年平均))

(23年分母7,069,695千円　22年度　7,231,162千円　21年分母7,040,833千円)

④将来負担比率　　(全会計および設立団体､組合等を含めた普通会計の推定される負債の

標準財政規模(算入公債費相当分控除)に対する比率)

⑤資金不足比率　　(特別会計は(歳入一歳出) ､

病院事業会計は(流動資産一流動負債)の事業の規模に対する比率)

(対象会計)



 

大月市土地開発公社の 

抜本的経営改革策に関する報告書（骨子） 

 

第１ 土地開発公社経営検討委員会について 

・設置目的 

・委員構成 

・委員会開催状況 

 

第２ 土地開発公社の果たしてきた役割について 

・設立経過 

・主な事業実績 

 

第３ 土地開発公社の現状について 

・保有地の状況 

・経営状況 

・経営健全化に向けた取り組み 

 

第４ 土地開発公社の存在意義・今後の在り方について 

    ・個別資産から見た場合 

    ・財政状況から見た場合 

    ・市の事業計画から見た場合 

 

第５ まとめ 
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